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こ
の
冬
は
、
本
学
の
北
側

に
位
置
す
る
高
隈
山
が
度
々

白
く
な
っ
て
い
る
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
起
伏
の

激
し
い
稜
線
が
冠
雪
し
て

い
る
様
子
は
、
日
本
ア
ル
プ

ス
を
彷
彿
さ
せ
積
雪
は
30

セ
ン
チ
を
超
え
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
江
戸
時
代
に
書
か
れ

た
地
誌
「
三
国
名
勝
図
会
」

に
は
「
諸
峯
の
絶
頂
は
風
烈

し
く
し
て
、
樹
木
長
大
な
ら

ず
」
と
あ
り
、
山
岳
の
厳
し
い

自
然
環
境
を
示
し
て
い
る
▼

同
山
は
、
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の

ピ
ー
ク
７
つ
を
含
む
山
地
の

総
称
で
あ
り
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
印
象
が
あ
る
が
、

か
つ
て
は
山
岳
信
仰
の
地
と

し
て
、「
七
嶽
参
詣
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
た
よ
う

だ
。
山
中
に
は
い
く
つ
も
の
祠

が
今
で
も
鎮
座
し
て
い
る
。

山
岳
信
仰
で
は
な
い
が
、
江

戸
時
代
、
伊
能
忠
敬
も
測
量

の
た
め
高
隈
山
を
登
っ
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
▼

今
で
は
ハ
イ
キ
ン
グ
に
適
し

た
山
と
し
て
登
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
青
少
年
教
育
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
も
あ
る
。
そ
の

魅
力
は
、一
年
中
緑
が
美
し
い

照
葉
樹
林
や
、
山
頂
か
ら
見

ら
れ
る
桜
島
、
錦
江
湾
、
太

平
洋
、
遠
く
は
屋
久
島
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
展
望
だ
ろ

う
。
ま
た
、
万
滝
、
白
滝
、
赤

松
滝
と
滝
の
景
色
も
い
い
。

鳴
之
尾
牧
場
へ
行
く
と
、
牧

歌
的
な
景
色
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
る
▼
季
節
は
ち
ょ
う

ど
春
。マ
ン
サ
ク
や
ア
セ
ビ
と

い
っ
た
春
の
花
た
ち
が
咲
き
、

ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
最
も
い
い

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
。「
七
嶽

参
詣
」
も
春
に
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
だ
。
身
近
で
、
す
ば
ら

し
い
高
隈
山
に
癒
や
さ
れ
に

登
っ
て
み
て
は
。（
N
・
M
）

成
27
年
１
月
に
は
同
委
員
会

の
副
会
長
に
就
任
さ
れ
た
経

歴
の
持
ち
主
。
こ
の
た
び
、

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
国
立
大
学
唯
一
の

体
育
系
単
科
大
学
で
あ
る
同

　

１
月
16
日
、
丹
羽
秀
樹
文

部
科
学
副
大
臣
が
鹿
屋
体
育

大
学
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

丹
羽
副
大
臣
は
、
平
成
26

年
９
月
に
は
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組

織
委
員
会
理
事
を
務
め
、
平

丹
羽
文
部
科
学
副
大
臣

鹿
屋
体
育
大
学
を
来
訪

学
生
と
の
意
見
交
換
を
実
施

大
学
の
現
状
と
課
題
等
の
確

認
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
松
下
雅
雄
学
長

ら
役
員
と
の
懇
談
会
が
行
わ

れ
、
松
下
学
長
か
ら
大
学
の

概
要
及
び
特
色
の
説
明
、
地

域
と
密
着
し
た
同
大
学
の
取

前列左から 3 番目が田中さん、後列左から 3 番目が冨尾さん
※松田さんは都合により欠席

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」に

３
名
受
賞
!!

【鹿児島県知事表彰「スポーツ部門」受賞者（鹿屋体育大学関係）】

個
人
表
彰

種目 氏名 功　　　績

カヌー 田中　香奈
（スポーツ総合課程４年）

平成 29 年度　日本カヌースプリント選手権大会
女子カヤックペア 200m　優勝

自転車 冨尾　大地
（スポーツ総合課程３年）

第 72 回国民体育大会（愛顔つなぐえひめ国体）
成年男子ポイントレース　優勝

サッカー 松田　天馬
（スポーツ総合課程４年）

第 29 回ユニバーシアード競技大会
サッカー男子　日本代表　優勝

　

平
成
29
年
度
に
国
際
大
会
・
全
国
大
会
等
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
鹿
児
島
県
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
選
手
を
表
彰
す
る
鹿
児

島
県
知
事
表
彰
「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」
で
、
鹿
屋
体
育

大
学
の
学
生
３
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
２
月
８
日
に
鹿
児
島
県
庁
で
行
わ
れ
、

三
反
園
訓
知
事
か
ら
受
賞
者
一
人
一
人
に
表
彰
状
等

が
授
与
さ
れ
る
と
と
も
に
「
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
鹿
児
島
国
体
で
活
躍
し
、
県
民
に
自

信
や
勇
気
、
活
力
を
与
え
て
ほ
し
い
」
と
の
激
励
の

言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
学
生
ら
は
受
賞

の
喜
び
を
胸
に
、
誇
ら
し
げ
な
表
情
で
表
彰
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

表彰状等を受け取る田中さん（左）、冨尾さん（右）

学生との意見交換会にて

スポーツパフォーマンス研究棟での様子

り
組
み
と
地
域
の
方
と
の
交

流
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
丹
羽
副
大
臣
か
ら
は
、

今
後
さ
ら
に
「
見
る
・
支
え

る
」
ス
ポ
ー
ツ
を
広
げ
る
役

割
を
同
大
学
に
担
っ
て
い
っ

て
欲
し
い
等
の
期
待
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
行
わ
れ
た
在
学
生
と

の
意
見
交
換
会
で
は
、
入
学

前
と
入
学
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
や

現
在
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
学
生
か
ら
の
素
直
で
忌

憚
の
な
い
意
見
に
対
し
、
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
に
こ
や
か

に
対
応
さ
れ
、
最
初
は
緊
張

を
隠
せ
な
か
っ
た
学
生
も
最

後
は
笑
顔
で
受
け
答
え
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
「
働
き

方
改
革
」
の
一
環
と
し
て
、

今
後
学
校
現
場
に
お
い
て
部

活
動
指
導
者
が
多
く
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
触
れ
、
学
生
た

ち
へ
将
来
の
活
躍
に
つ
い
て

激
励
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
や
屋

内
実
験
プ
ー
ル
、
総
合
体
育

館
な
ど
同
大
学
の
誇
る
施

設
・
設
備
を
見
学
さ
れ
た
丹

羽
副
大
臣
は
、
充
実
し
た
施

設
に
感
嘆
さ
れ
、
設
備
や
測

定
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
ら
れ
、
今
後
も
な
お
一
層

の
競
技
力
の
向
上
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
改
め
て
期

待
を
述
べ
ら
れ
帰
路
に
つ
か

れ
ま
し
た
。
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2
月
13
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
及
び
本
財
団
主
催
に
よ
る

平
成
29
年
度
「
競
技
成
績
報

告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
平
成
29
年
度
に

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
学
生

の
健
闘
を
讃
え
る
と
と
も

に
、
日
頃
ご
声
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
学
内
外
の
支
援
者

に
対
し
、
感
謝
の
意
を
こ
め

て
競
技
成
績
の
報
告
を
行
う

た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
松
下
雅
雄
学

長
か
ら
の
主
催
者
挨
拶
が
あ

り
、
中
西
茂
鹿
屋
市
長
に
よ

る
来
賓
挨
拶
、
風
呂
井
敬
本

財
団
理
事
長
に
よ
る
乾
杯
の

発
声
と
続
き
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
は
じ
ま
り
ま
し

た
。

　

乾
杯
後
に
は
、
各
課
外
活

動
団
体
顧
問
か
ら
今
年
度
の

成
績
と
選
手
の
紹
介
が
あ

り
、
出
席
者
が
、
盛
大
に
祝

福
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の

成
績
が
顕
著
で
鹿
屋
市
の
名

声
を
高
め
た
者
に
贈
ら
れ
る

鹿
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
の

贈
呈
式
も
執
り
行
わ
れ
、
対

象
者
を
代
表
し
て
前
野
風
哉

さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程

3
年
・
体
操
競
技
部
）
に
中

西
市
長
か
ら
目
録
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
本
年

度
よ
り
一
般
社
団
法
人
テ
ン

オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ン
ス
カ
ラ
ー

シ
ッ
プ
か
ら
競
技
成
績
の
成

長
が
特
に
顕
著
な
課
外
活
動

団
体
へ
支
援
金
が
贈
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
、
同
法
人
の
今

村
潤
代
表
理
事
か
ら
体
操
競

技
部
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
、
カ
ヌ
ー
部
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
学
生
を
代
表
し

て
前
野
風
哉
さ
ん
か
ら
感
謝

の
気
持
ち
や
今
後
の
抱
負
な

ど
が
語
ら
れ
、
最
後
に
、
瓜

田
吉
久
学
長
補
佐
（
競
技
力

向
上
担
当
）
か
ら
支
援
者
へ

の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
会

は
、
2
月
1
日
に
水
野
講
堂

で
第
2
回
体
育
会
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
は
、
例
年
2

回
、
役
員
の
選
出
や
体
育
会

の
予
算
等
の
体
育
会
が
活
動

す
る
際
の
重
要
な
案
件
に
つ

い
て
、
構
成
員
で
あ
る
学
部

全
学
生
で
審
議
し
、
議
決
す

る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
29
年
度
の

体
育
会
活
動
報
告
と
、
新
体

育
会
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
第
34
代
体
育
会
会

長
の
小
川
直
生
さ
ん
（
武
道

課
程
３
年
）
か
ら
、
平
成
29

年
度
の
体
育
会
活
動
と
し

て
、
新
入
生
合
宿
研
修
へ
の

参
加
や
学
内
一
斉
清
掃
、
学

園
祭
（
蒼
天
祭
）
等
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
次

に
、
第
35
代
体
育
会
会
長
候

補
者
の
後
藤
菜
月
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
２
年
）
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、
副
会
長
及

び
総
務・事
業・渉
外・会
計・

会
計
監
査
の
各
局
長
・
局
員

候
補
者
の
紹
介
と
、
平
成
30

年
度
活
動
予
定
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
生

に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
、
集

計
の
結
果
、
全
候
補
者
が
信

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
た
ち
に

と
っ
て
は
、
体
育
会
活
動
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
、
大

変
有
意
義
な
総
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
29
年
度
に
国
内
外
で

活
躍
し
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や

団
体
を
表
彰
す
る
第
56
回
南

日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
贈
賞
式

が
、
２
月
３
日
、
南
日
本
新

聞
会
館
み
な
み
ホ
ー
ル
（
鹿

【第 56 回 南日本スポーツ賞 受賞者（鹿屋体育大学関係）】

優秀
団体賞

なぎなた部
全日本学生なぎなた選手権大会
試合競技団体の部　優勝

優秀
個人賞

高木　駿一（スポーツ総合課程２年）
日本学生陸上競技個人選手権
男子 800m　優勝
松田　天馬（スポーツ総合課程４年）
ユニバーシアード競技大会　男子サッカー　優勝
杉野　正尭（スポーツ総合課程１年）
全日本体操競技種目別選手権大会　あん馬　優勝
FIG チャレンジカップ・フランス大会　あん馬
優勝
長谷川　瑞樹（スポーツ総合課程２年）
全日本学生体操競技選手権大会　跳馬　優勝
牧島　凜太郎（スポーツ総合課程３年）
全日本学生剣道選手権大会　優勝

特別賞
冨尾　大地（スポーツ総合課程３年）
愛媛国体　自転車成年男子ポイント・レース
優勝

第
56
回
南
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞

1
団
体
・
6
個
人
が
受
賞
！

優秀団体賞のなぎなた部

学生代表の挨拶

競技成績優秀者の紹介

児
島
市
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
か
ら
は
、

優
秀
団
体
賞
１
団
体
、
優
秀

個
人
賞
５
名
、
特
別
賞
１
名

が
受
賞
。
贈
賞
式
で
は
南
日

本
新
聞
社
の
佐
潟
隆
一
社
長

か
ら
祝
福
と
激
励
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
受
賞
者

へ
表
彰
状
等
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

「
な
ん
で
ん
か
ん
で
ん
語
ろ
う
会
」開
催

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
1

月
31
日
、
学
生
相
談
支
援
室

主
催
で
「
な
ん
で
ん
か
ん
で

ん
語
ろ
う
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
学
生

と
教
職
員
が
直
接
自
由
に
意

見
を
交
わ
す
こ
と
で
、
学
生

の
ニ
ー
ズ
や
満
足
度
を
把
握

し
、
今
後
の
学
生
支
援
の
方

策
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
回
は
教
職
員
13
名
、

学
生
25
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
日
本

版
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
事
業
に
つ
い
て

～
自
分
た
ち
（
学
生
）
に
出

来
る
こ
と
・
望
む
こ
と
～
」。

初
め
に
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
ミ
ニ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
室
の
川
前

真
一
室
長
と
萩
原
悟
一
講
師

か
ら
、
鹿
屋
体
育
大
学
の
可

能
性
と
し
て
、
日
本
版
Ｎ
Ｃ

Ａ
Ａ
構
想
を
基
軸
に
し
た
大

学
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
行
わ
れ
た
全
員
に
よ

る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、

学
生
か
ら
学
内

施
設
の
充
実
に

関
す
る
要
望
や
、

地
域
の
方
々
と

交
流
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
の
ア
イ

デ
ア
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
学

生
か
ら
は「
も
っ

と
時
間
を
か
け

て
意
見
交
換
を

し
た
い
」「
や

ろ
う
と
思
え
ば
、

何
で
も
出
来
る

ん
だ
な
と
感
じ
た
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
、
今
後
の
学

生
支
援
の
方
策
を
検
討
す
る

う
え
で
、
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
第
２
回
体
育
会
総
会
を
開
催

新会長 後藤さんによる挨拶

第35代体育会役員の紹介

平
成
29
年
度

「
競
技
成
績
報
告
会
」

を
開
催
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い
る
西
村
優
紀
美
氏
を
講
師

に
迎
え
、
障
が
い
学
生
支
援

及
び
学
生
対
応
の
た
め
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
教
職
員

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン

ド
の
向
上
と
障
が
い
学
生

支
援
へ
の
理

解
と
機
運
を

高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し

て
、
学
生
委

員
会
と
障
が

い
学
生
支
援

室
が
連
携
し

て
企
画
し
た

も
の
で
す
。

　現在体操競技部は、総勢 30 名が北川淳一先生、
村田憲亮先生のご指導のもと活動しています。今
年度は、創部以来初の、2017 年全日本インカレ
男子団体総合３位に入賞することができました。
さらに、団体日本一を決める全日本団体体操競技
選手権においても、４位入賞することができまし
た。女子については、インカレ出場や九州新人戦
では平均台で優勝しました。女子部員は３名で活
動していますが、男子に負けじとそれぞれの目標
に向かって努力しています。
　個人では、３年の前野風哉が５月に行われた
NHK 杯で 11 位となり、鹿屋体育大学初の男子ナ
ショナル強化指定選手に選出され、国際大会で金
メダルを含む複数のメダルを取ることが出来まし
た。それに続き、１年生の杉野正尭が全日本種目

別選手権においてあん馬で優勝し男子ナショナル
強化指定選手に選出され、国際大会で金メダルを
獲得しました。また、２年生の堀内柊澄において
は U－ 21 日本代表に選出され３月に行われる国
際大会への出場を控えているなど、個人でも大き
く飛躍した年となりました。
　来年度は、男子は「全日本インカレ団体優勝」、
女子は「全日本インカレでの種目別決勝出場」の
目標を掲げ、一致団結して日々練習に励んでいま
す。
　来年度の目標を達成できるよう、鹿屋体育大学
体操競技部にしかできない、「美しく丁寧な演技」
を目指して日々練習に励みますので、応援よろし
くお願いします。

体操競技部

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
肝

付
町
教
育
委
員
会
主
催
の

「
き
も
つ
き
中
学
生
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
事
業
と
し
て
、
英
語
の

語
学
力
向
上
を
目
的
と
し
た

留
学
生
と
中
学
生
の
交
流
学

習
を
同
大
学
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
の
交
換
留
学
生

５
人
（
韓
国
体
育
大
学
校
か

ら
の
金
建
東
（
キ
ム　

ゴ
ン

ド
ン
）
さ
ん
と
柳
希
姃
（
ユ 

ヒ
ジ
ョ
ン
）
さ
ん
、
上
海
体

育
学
院
（
中
国
）
か
ら
の
黄

娟
（
コ
ウ 

ジ
ュ
エ
ン
）
さ

ん
と
趙
原
（
チ
ョ
ウ 

ユ
ア

ン
）
さ
ん
、
国
立
体
育
大

学
（
台
湾
）
か
ら
の
唐
雅
琪

（
タ
ン 
ヤ
ー
チ
ー
）
さ
ん
）

が
、
母
国
の
文

化
や
名
所
、
食

べ
物
、
服
装
な

ど
を
、時
折
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
交

え
な
が
ら
英
語

で
紹
介
し
ま
し

た
。
初
め
は
緊

張
し
て
い
た
中

学
生
も
、
次
第

に
打
ち
解
け
て

き
て
、
留
学
生

と
の
会
話
も
は

ず
み
、部
屋
い
っ

ぱ
い
に
笑
い
声

が
溢
れ
た
賑
や

　

１
月
25
日
～
26
日
、
鹿
屋

体
育
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

と
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
と

の
共
催
で
「
平
成
29
年
度
ス

ポ
ー
ツ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
鹿
屋
体
育
大
学
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
公
立

の
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特

別
支
援
学
校
の
保
健
体
育

担
当
教
員

及
び
運
動

部
活
動
指

導
者
、
並

び
に
競
技

団
体
の
競

技
力
向
上

担
当
指
導

者
を
対
象

に
、
体
育・

ス
ポ
ー
ツ

及
び
健
康

に
関
す
る

専
門
的
研

究
や
最
新

　

１
月
24
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
は
富
山
大
学
保
健
管
理

セ
ン
タ
ー
准
教
授
で
、
同
大

教
育
・
学
生
支
援
機
構
学

生
支
援
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン

タ
ー
長
及
び
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
室
長
を
兼
任
さ
れ
て

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
の
研
修

を
実
施
し
、
競
技
力
向
上
を

担
う
指
導
者
と
し
て
の
資
質

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
概

論
」「
ス
ポ
ー
ツ

心
理
」「
ス
ピ
ー

ド
・
パ
ワ
ー
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

か
な
交
流
の
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

課外活動団体紹介

ス
ポ
ー
ツ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

（
理
論
と
実
際
）」「
ス
ポ
ー

ツ
障
害
の
予
防
と
対
策
」「
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
」
に
つ
い
て
講

義
と
実
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

「
障
が
い
学
生
支
援
等
に
関
す
る
講
演
会
」

を
開
催

　
「
障
が
い
の
あ
る
学
生
の

支
援
に
つ
い
て
－
精
神
障

害
・
発
達
障
害
を
中
心
に
」

と
題
し
て
行
わ
れ
た
講
演
で

は
、
大
学
生
に
見
ら
れ
る
精

神
障
害
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
応
例
、
主
な
発
達
障
害
の

特
性
や
特
性
に
よ
る
利
点
、

修
学
支
援
の
流
れ
や
ポ
イ
ン

ト
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
事
例
を
交
え
な
が
ら
わ
か

り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
参
加
し
た
教

職
員
か
ら
多
く
の
質
問
が
あ

り
、
今
後
の
学
生
支
援
に
つ

な
が
る
有
意
義
な
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

講師の西村氏　

肝
付
町
の
中
学
生
と
留
学
生
の
交
流
学
習
を
実
施

　

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟

は
、
授
業
や
大
学
行
事
、
自
治
体
や
各

種
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
、
教
員

の
研
究
な
ど
の
他
に
、
本
学
の
学
生
に

よ
る
論
文
作
成
の
た
め
の
研
究
に
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
短
距
離
走
や
サ
ッ

カ
ー
、
野
球
の
測
定
を
は
じ
め
、
円
盤

投
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
剣
道
や
柔

道
な
ど
、
測
定
す
る
種
目
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。

　

円
盤
投
の
測
定
で
は
、
フ
ォ
ー
ス
プ

レ
ー
ト
上
か
ら
ネ
ッ
ト
に
向
か
っ
て
円

盤
を
投
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
踏
み
込
ん

だ
際
の
圧
力
や
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
接
地

位
置
等
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
測
定
で
は
、
測

定
ア
リ
ー
ナ
内
に
ゴ
ー
ル
を
持
ち
込
み
、

フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
上
で
モ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
プ
チ
ャ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
１
対

１
の
動
作
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
種
目
の
測
定
の
様
子
に
つ

い
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
→h

ttp
://
s
p
la
b
.

n
ifs-k

.a
c.jp
/

）

学
生
の
研
究
の
紹
介

（
松
尾 

彰
文 

教
授
）

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
だ
よ
り

第13回円盤投の測定 バスケットボールの測定

実技「スピード・パワーのトレーニング」の様子

講義「トレーニング概論」の様子

交流学習参加者と一緒に
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賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国
際

交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱　

様　
　
（
三
万
円
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

電
子
掲
示
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

も
教
員
採
用
試
験
で
「
ダ
ン

ス
」
を
必
修
課
題
と
す
る
県

や
市
が
多
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
教
員
免
許
取
得
を
希
望

す
る
学
生
へ
の
履
修
を
促
す

た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
は

新
た
に
後
期
に
も
開
講
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
ダ
ン
ス
発
表
会
も
年
２

回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ダ
ン
ス
発
表
会
で

は
、
総
勢
25
名
の
学
生
が
普

段
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

ふ
ん
だ
ん
に
発
揮
し
、
学
校

生
活
や
仲
間
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
も
の
、
昔
話
を
取
り
入

れ
た
も
の
、
親
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
表
現
し
た
も
の
な

ど
学
生
な
ら
で
は
の
パ
ワ
フ

ル
さ
が
溢
れ
る
様
々
な
ダ
ン

ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ど

の
発
表
か
ら
も
学
生
の
多
種

多
様
な
あ
り
方
や
授
業
に
真

剣
に
取
り
組
む
熱
心
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
会
場
も

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
水
野
講
堂
を
会
場
と
し
て

後
期
開
講
の
「
ダ
ン
ス
」
受

講
者
に
よ
る
「
ダ
ン
ス
発
表

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ダ
ン
ス
発
表
会
は
、
非
常

勤
講
師
の
栫
ち
か
子
先
生
が

担
当
に
な
っ
た
平
成
22
年
度

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年

で
８
年
目
。

　

８
年
前
の
ダ
ン
ス
の
授
業

は
前
期
の
み
の
開
講
で
し
た

が
、
ダ
ン
ス
が
中
学
校
体
育

で
必
修
と
な
り
、
全
国
的
に

ダ
ン
ス
発
表
会
を
開
催

受講者全員でのソーラン節

創作ダンス

　

１
月
27
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
学
生
食
堂
で
学
生
宿
舎
会

の
主
催
に
よ
る
「
も
ち
つ
き

大
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

学
生
宿
舎
会
は
学
生
宿
舎

入
居
者
の
自
治
組
織
で
、
共

同
生
活
に
必
要
な
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
も
ち
つ
き
大
会
は
、
入
居

者
間
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
学
生
食
堂
の
協

力
の
も
と
毎
年
実
施
し
て
い

る
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
、
運
営

は
す
べ
て
学
生
が
行
っ
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
50
キ
ロ
の
も
ち

米
を
準
備
し
、
こ
の
日
の
た

め
に
用
意
し
た
大
き
な
臼
と

杵
で
、
も
ち
つ
き
を
行
い
ま

し
た
。
初
め
て
持
つ
杵
の
重

さ
に
驚
く
学
生
や
、
慣
れ
た

様
子
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
つ
く

学
生
宿
舎
会
も
ち
つ
き
大
会
を
実
施

学
生
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成

果
と
ば
か
り
に
杵
を
力
一
杯

振
り
下
ろ
す
学
生
な
ど
様
々

で
、
会
場
は
参
加
者
の
笑
い

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
き
な
粉
、
あ

ん
こ
、
醤
油
、
大
根
お
ろ
し

な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
変

え
な
が
ら
つ
き
た
て
の
も
ち

を
十
分
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
時
間
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
部
活
帰
り
の
学
生
た
ち

で
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

外
は
冷
た
い
風
が
吹
い
て

い
ま
し
た
が
、
学
生
達
の
熱

気
と
つ
き
た
て
の
も
ち
に
よ

り
、
温
か
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

冬
の
公
開
講
座

　
盛
況
の
う
ち
に
終
了
！

バレーボール・ウィンター・キャンプ

東京サテライトキャンパスでの公開講座

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
学

内
外
の
方
へ
の
積
極
的
な
情

報
発
信
や
広
報
マ
イ
ン
ド
の

醸
成
、
さ
ら
に
特
に
優
れ
た

競
技
成
績
・
研
究
成
果
を
積

極
的
に
発
信
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
電
子
掲
示
板
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
は

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

を
操
作
す
る
こ

と
で
教
員
紹
介

や
施
設
案
内
の

閲
覧
も
可
能
で
、
来
訪
者
の

利
便
性
を
高
め
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
、
学
内

数
カ
所
で
テ
ス
ト
運
用
を
経

た
後
に
、
一
番
効
果
的
と
判

断
さ
れ
た
場
所
へ
配
置
予
定

で
す
。

　

2
月
３
日
、
４
日
の
２
日

間
、
鹿
屋
体
育
大
学
に
て
公

開
講
座
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

ウ
ィ
ン
タ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
」

が
鹿
児
島
県
内
の
小
中
学
生

34
名
が
参
加
し
て
開
講
さ
れ

ま
し
た
。
講
座
で
は
、
少
人

数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

技
能
学
習
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が

行
わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
体

育
館
に
は
立
春
と
は
名
ば
か

り
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ

う
な
元
気
な
声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
３
日
に
は

鹿
屋
体
育
大
学
東
京
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
公

開
講
座
「
逃
す
な
！
発
育
発

達
期
！！
知
っ
て
お
き
た
い

ジ
ュ
ニ
ア
期
の
食
事
」
が
開

催
さ
れ
、
27
名
の
方
が
受
講

さ
れ
ま
し
た
。
講
座
で
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
期
の
食
事
、
運
動

や
睡
眠
が
身
体
に
与
え
る
大

き
な
影
響
、

バ
ラ
ン
ス
良

い
食
事
・
栄

養
の
大
切
さ

闘いのスケジュール  ４月学内行事  ４月
  2日	・新入生オリエンテーション
	 ・第3年次編入生オリエンテーション
	 ・英語プレイスメントテスト（１年次）
	 ・定期健康診断（～5日）
 3日	・在学生ガイダンス（学部）
	 ・小クラス懇談会（2・3・4年次）
 4日	・関連実技科目ガイダンス
	 ・大学院在学生ガイダンス
 5日	・入学式
	 ・新入生及び保護者との懇談会
	 ・大学院新入生オリエンテーション
 6日	・授業開始
	 ・履修登録期間（～19日）
 7日	・新入生合宿研修（～8日）
27日	・競技力向上の会
	 ・�研究題目届・学位論文変更届（修士）提出締切
	 ・�論文主題・研究計画書・博士論文作成計画書（博士後期）提出締切
下旬	・�日本学生支援機構奨学金申請説明会

 3日・第94回日本選手権水泳競技大会
　　　（～8　東京/東京辰巳国際水泳場）
 7日・�全日本学生トラックレースシリーズ第1戦（自転車）
　　　（～8　静岡/日本サイクルスポーツセンター）
　　・�平成30年全日本選抜柔道体重別選手権大会
　　　（～8　福岡/福岡国際センター）
21日・全日本学生ロードカップシリーズ第1戦（自転車）
　　　（～22　長野/飯山市）
27日・�第72回全日本体操競技選手権大会
　　　（～29　東京/東京体育館）
28日・�第20回全日本学生選手権クリテリウム大会（自転車）
　　　（滋賀/ふれあい運動公園）
29日・�全日本柔道選手権大会
　　　（東京/日本武道館）
　　・�第52回織田幹雄記念国際陸上競技大会
　　　（広島/広島広域公園）

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
参

加
者
か
ら
は
「
も
っ
と
聞
き

た
い
」
「
指
導
や
子
育
て
に

役
立
て
た
い
」
と
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
来
年

度
も
同
大
学
の
施
設
や
研
究

を
生
か
し
た
公
開
講
座
を
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事
務
局
か
ら

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平

成
元
年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
年

会
費
（
寄
付
金
）
は
一
口　

企
業

三
万
円
、
個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財
団
に

対
す
る
年
会
費
（
寄
付
金
）
に
つ
き

ま
し
て
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
あ

り
、
二
千
円
を
超
え
る
ご
寄
付
に
つ

き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ

い
て
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は

現
金
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融

機
関
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
関
係
各
位
の
格
別
な
る

御
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【自転車競技】
◆2017年度　全日本学生トラックレースシリーズ第4戦
（1/21　静岡/伊豆ベロドローム）
▽男子
　200ｍフライング・タイムトライアル
	 1位	 阿部　将大
　チーム・スプリント
	 1位	 阿部・真鍋・岸田
　1kmタイムトライアル
	 2位	 岸田　剛
　ケイリン
	 2位	 阿部　将大
▽女子
　3kmインディヴィデュアル・パーシュート
	 2位	 西森　彩良々
　500ｍ　タイムトライアル
	 2位	 西島　叶子
	 3位	 内村　風羽香
　ポイントレース
	 4位	 西森　彩良々
	 5位	 内村　風羽香
	 6位	 西島　叶子

１月


